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係纂申1等鸞係人について鎌金翻賛欝状J

:こ対す曇鐵響 |こっいて

裁幸麟や導 10角 鱗 勲千サ|すで髄輔げ》島りましたこ鍮れがこういては、下織のと瑯りで

す。

「            記
l Ql:こ対す轟爾答
｀
評可熱業や菫in漁業とは異なり、漁業権は漁業法:こより物権とみなされてお

り、輸機的請求権 鱗 害排除、妨害予防)を有していることから、漁業権が侵
書される場合は、妨害排除構求権等を行使することが可能です。・

2 Q2に 対する回答
摯:筈聞係人め具体的な慧錢や範囲につけでは各糠令によつて異なり、モれぞ

れ鍮規定の趣旨にぶ じて■ll断するとされています。
'

したがって、・お尋ね鋳よ)に、法律や条fllに直接「和1書薫係人Jの意義や範

囲が規定されていないことをもつて、そ鉾解釈や運用に法的根拠がないとする

ことにIま理由がありません。

一般悔域の利用に関する条例に基ぶく占罵許可準おいては、響卜他独占的な権

fllを有する者を利害関係人としており、違法行為にあたると輸御指摘は当たり

ませんご

3 Q3に 対する国答
一般海域の利用に隣する条例に基づく

fljを有する者を寧j害関係人としており、

Tll書爾係人には当たりません。

占用許爾をこおいては、排他独占的な準

そのような権利を有してし,ない者は、・
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